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Table 5 RelationshipbetweenBloodPressureandST･TAbnormalityofECG (2)
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医 療 協 力
小川良治 (海外技術協力事業団海外事業部医療
協力室) :海外技術協力 事業団は, 昭和29年
からわが国がコロンボ計画に加盟いらい多 く
の団体に分かれて個別的にやっておった政府
援助の技術協力事業を,昭和37年の6月に特
殊法人の事業団法により,未開発の国にたい
し技術協力をするために設立された｡毎年の
事業経費は,全部が政府予算である｡海外技
術協力事業団は,どこのコントロールをうけ
ているかというと,外務省である｡私ももと
厚生省の技官であったが,昨年の 8月にいち
おう出向という格好で,医療協力をやるべ く
事業団-来た｡
事業団の仕事は,きのうの開会式のときに
私のところの理事が話 したので,だいたいお
わかりだと思う｡羅列してみると,末開発国
からの研修員を受入れ,技術研修をさせる｡
各地-技術専門家を派遣して,技術指導,研
究などにあたらせる｡さらに海外に技術研究
協力のセンターを設け,その国の技術者の養
成と技術研究の援助,経営指導などにあたる｡
それから開発計画を立てるための調査,たと
えばメコン河の総合開発のための調査を行な
うOまた開発あるいは技術協力に必要な資材
器具の供与｡なお,日本青年海外協力隊とい
うものがあり,青年を各国に送って,そこの
人々と生活を共にしながら国づ くりに協力す
る｡事業団には,事業を推進するために海外
のオフィスを設けている｡タイ国,マレーシ
ア,インドにそれぞれ 1カ所ある｡予算は,
最初出発 したときの37年に4億円であったが,
現在は32億円と約 8倍になっている｡はじめ
て医療協力という専門別に分かれて医療協力
の予算がついたのは,ことしの41年の予算で
ある｡その前は,医療も建設も農業もみな 1
つの予算のなかに含まれていた｡本年から医
療協力予算ということで, 約 4億3,000万円
つき,来年は13億円ばかりを要求 している｡
い ままでの医療関係の研修員は何名 くらい
かというと,150名 くらいで, そのなかには,
結核予防協会に依頼 した結核の内科のコース
と外科のコ-ス,また癌センターのコースと
いうふうに集団コースがあり,そのほかに個
別のコ-スがあるが,この受入れ機関には,
国立病院の場合も,大学病院の場合もあれば,
それに関連した各医療機関の場合もある｡ 専
門家の派遣は 120名 程度行ない,そのほか諸
外国にたいしては,器材の供与等も行なって
いる｡私はことしの4月から9月10日まで,
東南アジア各国に前後 5回にわたって出張し
た｡主として現地の政府の役人,現地人の実
際医家,あるいは日本人の専門医家,開業 し
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